
 

 

 

 
セントラル঳子にೖࣾしてもうす͙ 4 年。私は 2 年ほど঳子研究所員としてಇいた後、ߪങ部に異動しました。ಥ然ですが、メーΧーの

ങ部、とฉいてみなさんはどんなイメージをしますか。文๪۩やύンをചっているച店ʁ৯ಊのおख఻いʁもちろん、ҧいます。意֎とߪ
ごଘ஌ない方が多いのではないでしょうか。 

私がࡏݱ行なっている業຿は、Ψラスや化成඼の原ࡐ料、੡造ラインの設උ౳、メーΧーのࠜ幹に関わるものをߪೖすることです。ߪೖ
といっても全く୯७ではなく、一体Կに使われるか、スϖックに問୊はないか、੡඼界۾の市گは、予ࢉは、スέジュールは、といった෯
広い஌ࣝとঢ়گ൑அೳྗがඞཁです。理ܥの஌ࣝを持っているとߪೖ物や設උの理解がしやすく、情報੔理やަবで非常に有རです。20 ୅
の私でも、年間ߪೖ金ֹが 10 ԯԁҎ上の原料のՁ֨ަবを行います。設උ投ࢿҊ݅にࢸっては、एखࣾ員がฉいていいのかドキドキす
る場໘もあります。ຖ日新鮮な情報(とトラϒル)が෣いࠐみ、๩しくもありますがॆ࣮した生活をૹっています。 

 さて、3 月から本֨తに就活が࢝まるかと思います。自分のྗでະ来を੾り୓くことにر๬を持つ൓໘、ক来が見えずෆ҆を๊える方も
いらっしΌるかもしれません。࣮はかつての私がそうで、自信を૕ࣦしてしまい、׬全にμークαイドにତちました。だからこそ、みなさ
んが少しでも前を޲いてาけるようにエールをૹらせてください。 
 あなたには東北大学にೖるほどの໌᏷な಄೴があります。౒ྗする࠽ೳがあります。研究職をબぶのであれば、間ҧいなく優秀な研究者
となれるでしょう。しかし、研究を続けていくことは義຿でも使໋でもありません。自分の人生をどう生きるかは自༝です。研究者になる
も良し、理ܥの஌ࣝを使う別の職छも良し、あるいは、全く新しい世界に飛ͼࠐむことも໘നいと思います。一つにߜれなくてもझ味やෳ
業というબ୒ࢶもあります。どれをબんでもあなたがここまでؤுってきた経験はܾしてແବにはなりません。大ৎ夫です。どうか今の
あなたが楽しく生きる道を考え続けてください。私はみなさんを全ྗで応ԉします！ 

 

ฏ成 27 年度 修士号औ得 応物 OB 
ླ木 理ܙ (すずき・りえ) さん 
学中は藤原研究ࣨでࡏࡏ Mn4�ドーϓ੺৭ܬ光体
の物性を研究。ࡏݱ、セントラル঳子ࣜג会ࣾで
研究職を経てߪങ部に所ଐ。最ۙは࢓事ޮ཰化の
ためにϓログラミングを࠶ษڧ中。 
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『注文の多い料理店』の初
版本（杜陵出版部・東京光
原社）を復刻した本（日本
近代文学館）の表紙 
 

 受賞 2019/9/1-12/31  ※受賞者の身分は受賞当時のもの 
 電気学会 令和元年優秀論文発表賞  宮澤和則（修士2年）（2019/9/3） 
 第 16 回日本熱電学会学術講演会 優秀ポスター賞  齋藤啓介（修士
２年） (2019/9/4)  
 錯体化学会第 69 回討論会 学生講演賞  大月保直（博士 1 年） 
（2019/9/21-23） 
 Applied Physics Letters Editor’s Picks  上牧瑛（博士 3 年）、飯浜
賢志、谷口和大、水上成美 （2019/9/24） 
 日本生物物理学会 欧文誌 Biophysics and Physicobiology 論文賞  中
村修一（2019/9/25） 
 日本磁気学会第 42 回学術講演会 学生講演賞  蓬田 貴裕（博士 3 年）
（2019/9/26） 
 光電相互変換第 125 委員会 研究奨励賞  小島一信 (2019/10/11) 
 The 2nd edition of the International Symposium of CEFMS-NCTU,  

 RCAS-AS (Taiwan) and 5-star Alliance (Japan), Outstanding  

 Poster Presentation Award   立花佑一（博士 1 年）（2019/11/4） 
 

 

  
 
 
 

おうぶつ INFORMATION  

15 年ものあいだ臨時駐車場として使われていた青葉山グラウンドが、目にも鮮やか
な人工芝の運動施設としてよみがえりました。スポーツ嫌いの私ですが、新しいグラ
ウンドで開催予定の春季ソフトボール大会が楽しみです。（K.S.） 
_ 

小学生の息子と一緒に、隔週で仙台市の図書館に出かけている。その様子を目撃さ 
れたのが運の尽き……ではなかった、縁で、このコーナーへの寄稿を依頼された。

本がたくさん並んでいる図書館のような所は、昔から、わりと好きで、息子が借りる本を吟味している間に、特
にあてもなくエッセイ集などの短い文章の立ち読みをして、こんな考え方もあるんだな、と息抜きをしている。
ここでも、短編をオススメしましょう。宮澤賢治の「水仙月の四日」である。賢治の生前の１９２４年（大正
１３年）に出版された短編集「注文の多い料理店」に収録されている。賢治自身による序に続く、９つの短編の
うちの１つである。どの短編も様々に解釈できそうな奥行きの深さを持っている。全編を貫く思想のようなも
のを一言で、と問われれば「ほんとうにもう、どうしてもこんなことがあるようでしかたないということを、わ
たくしはそのとおり書いたまでです。ですから、これらのなかには、あなたのためになるところもあるでしょう
し、ただそれっきりのところもあるでしょう」と序に記されている文章をかみしめることになる。「水仙月の四
日」を読むと、目に見えるものと見えないものが、人と人、人と自然、自然と自然の関係に姿を変えて、心の中
を行き来する。目に見えるやどりぎの枝を頼りに人生を旅する供になるように思います。  
（清水幸弘（しみず・ゆきひろ）准教授） 

 
 

ニュースレターへの感想の 
投稿をお待ちしています！ 
投稿はこちらからどうぞ→ 

 

 
 
 
 

 

 人事異動 2019/9/1-12/31   
 採用  鬼塚侑樹 多元物質科学研究所 量子電子科学研究分野 助教 （広島大学グローバルキャリア 

 2019MMM Conference Best Poster Award  小笠原貴大（博士１年）
（2019/11/5）※MMM: Magnetism and Magnetic Materials 

 令和元年度日本セラミックス協会東北北海道支部研究  
 発表会 優秀発表賞  後藤聡敏（修士 2 年）（2019/11/9） 
 非破壊審査総合シンポジウム・秋季講演大会 新進賞  Muhamad 
Arif Ihsan Bin Mohd Noor Sam（博士 1 年）（2019/11/13） 
 Applied Physics Letters Editor’s Picks  三浦飛鳥、…、土浦宏
紀、…、内田健一（2019/11/26） 
 SMS2019 & GIMRT User Meeting 2019 優秀ポスター賞  
尾坪良（修士 2 年）（2019/11/27）※SMS2019 & GIMRT: Summit of 
Materials Science and Global Institute for Materials Research Tohoku 
 ナイトライド基金 研究奨励賞 小島一信（2019/12/13）
 第 47 回構造活性相関シンポジウム SAR Presentation Award   
 (Poster presentation)  吉留崇（2019/12/13）※SAR: Structure-
Activity Relationship 
「籏野奨学基金」第 14 回多元物質科学研究奨励賞  立花佑一（博士
１年）（2019/12/13） 
 
 
 

 

おうぶつ  第33号 2020年2月1日発行    
発行者  東北大学大学院工学研究科応用物理学専攻 Newsletter 編集委員会 (大兼幹彦、川股隆行、佐々木一夫、高橋儀宏、高松智寿、中村修一、林久美子、三浦大介) 
〒980-8579 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-05 TEL 022-795-7980  FAX 022-795-7203 URL http://www.apph.tohoku.ac.jp/ 

※背景写真：応物スタッフたちスキーに行く！ 

 <おうぶつニュースレター32 号の感想>  
                  ・研究者と探偵の思考を重ね合わせた水上先生のユーモアがとても素敵でした。幼少期に自分も読んだ記憶のあるシャー 

ロックホームズの冒険を、少しは大人になった今、久しぶりに読み返したくなりました。（修士学生） 
    ・ツッチー先生のワンポイント英会話、楽しく読んでいます。どこまで連載を続けられるかにも注目してます（笑）。（応物教員） 

・水上先生のオススメで、探偵と研究者、確かに似たところがあるなと思い、楽しく読みました。（技術職員） 
     ・皆さんの就活情報、とっても役立ちそうですね。私もリクルータとして応物に伺う機会がありますので、よろしくお願いします。 

（卒業生） 
・渡邉先生の研究紹介を読んで、誰も見たことがない世界に研究者として挑む経験はめったにできることではないと感じます。応物で得た経験
は一生の財産。そのような非常に貴重な時間を今、応物で最先端研究をしている学生さんには有意義に過ごして欲しいと思います。（卒業生） 
 
 
 
 

 
 

デザインセンター特別研究員より）（2019/11/1） 
 採用  山本達 多元物質科学研究所 放射光ナノ構造可視化研究分野 准教授 （東京大学物性研究所特任研究員より）（2019/11/1） 
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2：๊ෛを教えてください。 
ʕ私たちの体の中ではタンύク質分子モーターというナノϚシンが
ಇいています。࣮験૷ஔを自動੍ޚして（写真中ԝ）、分子モータ
ーの性質を運動の࡯؍からௐ΂ています。多くの人は࣮験か理論の
どちらかをબͼますが、その྆方を自分のखでやるスタイルをۃめ
ていきたいです。 
 
2：春Ն秋ౙ、αンバイザーをかぶっていらっしΌいますね！中山先
生のトレードϚークですね。こだわりについて教えてください。 
ʕαンバイザーがそんなに注目を集めている、というのがまずڻき
でした（׼）。使い࢝めた経Ңは、ࡢ年の 6 月ごろ青葉山キャンύ
スがとても気持ちの良い気ީだったので、னٳみにランニングをす
ることを思い立ったことです。ところが、࣮ࡍに૸ってみると、日
ࠩしがڧいためか目がすごくർれるという問୊がىこったので、α
ンバイザーはそのରࡦとしてಋೖしました。 
……݁構ී௨の理༝ですね。 

 
おうぶつ R&4&AR$) ੜ෺෺ཧֶ޻ 

 

 
生物物理工学分野 中村修一（なかむら・しΎういち）助教 
 

೑؟では見えないۃ小の生き物「ඍ生物」は、もちろん生物学研究のର৅として
໘നいのですが、ݹくから物理学の分野でも人気です。最ۙでは、アクςΟϒϚ
ター（自分自身で動く࢓૊みをもつ物質）の好いྫとして、多くの物理学者がこ
ぞってඍ生物を࡯؍し、࣍々と新しい਺理モデルを発表しています。 

物理学のྗで、ەࡉが動く࢓૊みを解き໌かす 
ඍ生物にはウイルスやΧϏなど様々なछྨがありますが、私たちはەࡉが動く࢓
૊みに注目しています。小さなەࡉたちは、׳性がޮかないωットリした世界で
動き回っています。言うなれば、私たちがϋチミツの中でӭ͛と言われているよ
うなものです。それに、पғの水分子がひっきりなしにϏシバシিಥしてきます。
そんな動きͮらそうなڥ؀でも、ەࡉはたった１ඵの間に਺ඦ回もしっΆ（΂ん
ໟ）を回して、自分の体の਺ेഒのڑ཭をҠ動します。きっと人間が思いつかな
いようなすごい࢓૊みがӅされているにҧいありません。私たちは、΂んໟ１本
の回సや１ەࡉඖの動きをৄしく解ੳすることで、そのメΧニズムにഭりたい

と思っています。これまでの研究で、΂んໟを回す分子モーターがෛՙやೖྗエ
ωルΪー量に依ଘして૊み上がることや、あるछのەࡉが水中ではӭいでݻ体໘
ではഝいまわる水཮྆用の運動ೳを持つことなどが分かってきました。こういっ
た発見のੵみ重ねが、自཯తなϚイクロϚシンの࣮ݱや新しいༀの開発にܨが
ると期待しています。 

 
 

 
 

 

（上）論文賞受賞講
演。日本生物物理学会
ఏ供 
の運動。ӭەࡉ（ࠨ）
いだり、回సしたり、
ഝいずり回ったり・・
バラエςΟ๛かなࡉ
運動のメΧニズムە
が新しいアイデアや
技術の発想につなが
る。 
 
 
 

生物物理工学分野 
中山༸ฏ (なかやま・ようへい) 助教 
2019 年 2 月１日ண任 
 
  
 
 
 
 

αンバイザー（ࠨ）、࣮験૷ஔの自動੍ޚϓログラム（中ԝ）、
常用しているノートとボールϖン（ӈ）。 
 
 

おうぶつ (R&&TIN(4  
  

 

おうぶつ &7&NT  2019 年 10 月 10-11 日に開催された 2 年生の合॓研修は、研修先の施
設をॳめて変ߋしました。この合॓研修は、2009 年度から࢝まったଞ
の学科やコースにはない応用物理学コースಠ自のものであり、応用物理
学コースに新しく഑ଐされた 2 年生と教職員間の਌ກを深めることが
目తです。合॓研修が࢝まってҎ来、研修先は東北大学川渡研修センタ
ーでしたが、センターの運Ӧ方਑の変ߋでै来௨りの研修を࣮施するこ
とが೉しく、思い੾って研修場所を変ߋすることになりました。今回の
合॓の࣮施にあたりご協ྗいただいた先生の皆さま、TA の学生、志௡川
自然のՈのスタッフの皆さまに深く感ँをਃし上͛ます。 

 
 
 
 
 
 

 
秋੖れの中、い͟出発！専攻௕ൿ書ズのお見ૹりʙ 

 
先生もわくわくʁ いや別に 

 
1 時間൒かけて౸ண。Ӣ行きがոしい… 
 
 

 
志௡川自然のՈで研修を受けました。༑達できるかなー 

研修の目ۄイϕントは༦৯の
Χレーライスを࡞る野֎ਬ飯 
出来上がったΧレーライスを一緒に৯΂
ることで༑人関係を構ஙすることができ
たようで、このイϕントをاըして良かっ
たな͊と࣮感することができました。（合
॓୲当 高松智寿助教） 
 
 
 
 
 

 
6 人部԰で॓ധ。ϕランμから、こんにちは。 
立てたࢦの਺。൴ঁの਺ʁ 
or མとした୯Ґ਺ʁ 
 

 
野֎ਬ飯、ॳめてという人も 
いてどんな෩に出来上がるのか 
とても楽しみ。 
 

 
 
 
਋のためにՐՃݮのௐ੔が೉しく、ѱઓۤಆ
しながらの࡞業でした。 

 

 
 ！成׬

 
༦৯の後は、ྫ߃のじΌんけん大会、自ݾ紹介Ϗンΰήー
ム、རきञ大会を開催。਌ກを深めることができたと思い
ます。ཌ日は࢒೦ながらӍఱのため体ҭ館にて運動会の࿅
शでした。皆さま、おർれ様でした。 
 

 
合॓୲当の 
高松です。 
๻のはただの 
ϐース 
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おうぶつ R&4&AR$) 
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ηϥϛοΫε 

εϐϯτϩχΫε  

上牧さんのࢦಋ教員の水上 
成美（みずかみ・し͛み）教授 

人工൓ڧ磁性体は、Թ度や磁場によって༰қに磁気ட
序をૢ࡞できるࡐ料です。今回、লエω・௒高଎デバ
イスに応用が期待されるட序での動ྗ学を理論・࣮
験の྆໘で解໌し、ࡍࠃ論文の注目記事にબ定いた
だきました。 

応物では基ૅから࣮用まで෯広いڵ味を持つ学生・
教員がଗっており、学会・論文発表や海֎留学など素
੖らしい機会にܙまれています。修士՝ఔからೖ学し
た私は、進学前には考えられないものの見方・考え方 

をҭめていると感じます。ੋ 非、多くの人 
に応物で世界最先端の研究に৮れなが 
ら、自分の可ೳ性を探ٻしていただき 
たいと思います。 

 
 
 

 

 料科学高౳研究所ࡐ 
デバイスシスςムグルーϓ 

スϐントロニクスࡐ料研究ࣨ 水上研 
上牧瑛（かみまき・あきら）さん 博士 3 年 

 
 

良い論文がかけて 
(人ŋТŋ�).�ƅ�Ň:ƅ�ƅ�Ň:ƅ� 
ϣϱŕŦōˑ博士՝ఔ修ྃ 

までにもう一本 
 ！ுろうؤ

 
 
 

水上教授、飯浜助教、研究
ࣨ・専攻の皆様の੯しま͵ごࢦ
ಋ・ご協ྗのԼ、このような成
Ռにࢸることができました。 

 
 
 

 
今年度̒月に日本セラミックス協会からフΣロー表জを受賞したことで、本稿
をࣥචすることになりました。࣮は、１̌年ほど前にಉ協会から学術賞をଷい
ており、今さらフΣローってどうなのでしょうと協会に伺ったところ、新設の
表জ੍度であり、フΣローには、フΣローとして相応しい研究者を新たにਪન
するという役ׂがあるとの回౴。それでは、新しい（एい！）フΣローを୔山
ਪનしようと、݁ہ、ありがたく௖ଷすることになりました。フΣローʹऴわ
った人では、というාれを๊きつつ…。 

ૣ଎、एい新たなフΣローをਪનしようとएखީิの業੷をあらためてৄし
く見てみる気になりました。޽でӟされているएखたちには、なるほど優れた
発想ྗが感じられ、さしずめແから有を生む、θロを一にするような૑造ྗが
ありそうです。ただ私のような࿝࿅から見ると、この࢐新な発想を成就させ、
໎想にऴわらせないためには、一をೋに、ೋを三に…という஍味で஍道な౒ྗ
がこれから௕い期間に࿰ってඞཁかもと感じてしまいます。発想๛かな਺多の
एखから、஍道な౒ྗのܧ続もԀわない、そんな࠽ೳもซせ持つएखの発۷ʁ
いや、एい世୅には誰しも少なからず自༝な発想ྗがあるとすれば、खっऔり
ૣい成Ռに収めずに、Կがあってもあきらめないண࣮な౒ྗを続けられるࢿ質
 それは、「続ܧ஍道な౒ྗの」。はܾめてなのかもしれませんہ݁、が（ޛ֮）
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

特別な࠽ೳなどなくても誰でもできそうですが、޲かう΂き౸達఺が本物であるほど、やり਱͛るのはすごく೉しいと࣮感するのは、き
っと私が׬全に࿝࿅のҬにೖっているからで…、あっ࿝࿅フΣローか、やっͺり有り೉く௖ଷすることにします。एखの皆さんが、Կ事
かを成すのを目ࢦして、これからどんな活༂を൸࿐してくれるのか、それを想うと今からワクワクします、࿝࿅フΣロー（࿝後）の楽し
みとして。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

今年度̒月に日本セラミックス協会からフΣロー表জを受賞したことで、本稿
をࣥචすることになりました。࣮は、１̌年ほど前にಉ協会から学術賞をଷい

 

 

光物性学分野 
写真ࠨが、藤原޼（;じわ
ら・たくみ）教授。学生と
 。に受賞をॕうڞ

 

（⚓）ù÷ù÷೥（ྩ࿨₂೥）₂݄ୈ�úúç߸ お う ぶ つ



 

 

 

応物ソフトボール大会が 10 月 29 日に開催。్中からのӍにより、ܾউはന熱したじΌんけん大会となりました。じΌんけんの݁Ռ、優
উは௿Թ௒఻ಋ物理学研究ࣨ（ロイϠルストレートフラッシュ）でした。また、ݸ人賞は、ホームラン賞：小野խేさん（ロイϠルストレ
ートフラッシュ）、ୣ三ৼԦ：大࡞ଠ一さん（３年生）でした。また、第 50 回Ӻ఻大会が 11 月 30 日（土）に開催。 
総合ॱҐ １Ґ：௿Թ௒఻ಋ物理学 ２Ґ：水上研 ３Ґ：҆藤研 ４Ґ：佐久間研・基ૅ物性物理学 ̑Ґ：宮㟒研 A ̒Ґ：宮㟒研 B ̓Ґ：
藤原研でした。区間賞 １区：佐藤ป୮（藤原研）２区：෱留大ً（宮㟒研 A）３区：௕Ԭ྇生（௿Թ௒఻ಋ）４区：ੴ橋一ߊ（水上研）̑
区：∁野宏ً（௿Թ௒఻ಋ）̒区：小஑༤໵（水上研）̓区：஑田७一（水上研）ܟশུ 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ϥーク ク ஑田७一さん（修士 1 年）Ϥ クク ஑田७一஑田७一さん（修士 1 年）
Spintronics 8orkshop へࢀՃしましSpintronics 8orkshop へࢀՃしまし
た。一൪の収֭はイΪリス英ޠ、さっͺた。一൪の収֭はイΪリス英ޠ、さっͺ
りわからんということです

。一൪の収֭はイΪリス英ޠ、さっͺ。一൪の収֭はイΪリス英ޠ、さっͺ
りわからんということですりわからんということです。

。一൪の収֭はイΪリス英ޠ、さっͺ。一൪の収֭はイΪリス英ޠ、さっͺ。一൪の収֭はイΪリス英ޠ、さっͺ
 

写真ӈが本人。
りわからんということです。

写真ӈが本人。写真ӈが本人。写真ӈが本人。 
 
 

ラスϕΨス 大金幸ฏさん（修士 1 年） 
磁性体のࡍࠃ学会にࢀՃしました。１つ
１つのホςルがςーϚύークみたい！
ただ、予ࢉの౎合上、Χジノやシϣッϐ
ングができなったのが࢒೦。 
 

ツッチー先生のワンポイント英会話（レッスン３） 
 
 
 
 
 
 
 

※学年は当時のもの 

 

 
Ӻ఻大会に優উした௿Թ௒఻ಋ物理学研究ࣨ 

 

 

 

 

おうぶつ &7&NT  

令和元年度工໌会大運動会が 10 月 18
日に開催。݁Ռはちょっと࢒೦でしたが、
応物のチームワークの良さは健ࡏでした。
ҎԼ、ೖ賞したڝ技： 
三人三٭（உ子）：２Ґ 
ミックスリレー：予બ１Ґ、ܾউ̒Ґ 
一ੇഈ借（ঁ子）：３Ґ 
総合ॱҐ：１３Ґ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

大学院へ進学して海֎に行こう！ 
 
応用物理学専攻では 
大学院生が留学したり、ࡍࠃ会ٞで発表
したりすることをਪ奨しています。 
 

シアトル 美ᴡ௡英యさん（修士 2 年） 
 応用௒఻ಋの会ٞに

、Ճ。海にۙいためࢀ
海 鮮 料 理 が お い し
い！イチローが活༂
したセーフコ・フΟー
ルドは૖大でした。 
 

lCan you speak Japanese zతな言い方をしがちですが、これはl%o you …z
の方がいいですね。昔ಇいていた֎ࠃの研究所でlAh, %ario can’t speak 
English.zと言った時に相खにଈ࠲にlNo. )e doesn’t.zとగ正されました。 English.z
 
 
 

（⚔）ù÷ù÷೥（ྩ࿨₂೥）₂݄ ୈ�úúç߸お う ぶ つ



 

 

 

2：๊ෛを教えてください。 
ʕ私たちの体の中ではタンύク質分子モーターというナノϚシンが
ಇいています。࣮験૷ஔを自動੍ޚして（写真中ԝ）、分子モータ
ーの性質を運動の࡯؍からௐ΂ています。多くの人は࣮験か理論の
どちらかをબͼますが、その྆方を自分のखでやるスタイルをۃめ
ていきたいです。 
 
2：春Ն秋ౙ、αンバイザーをかぶっていらっしΌいますね！中山先
生のトレードϚークですね。こだわりについて教えてください。 
ʕαンバイザーがそんなに注目を集めている、というのがまずڻき
でした（׼）。使い࢝めた経Ңは、ࡢ年の 6 月ごろ青葉山キャンύ
スがとても気持ちの良い気ީだったので、னٳみにランニングをす
ることを思い立ったことです。ところが、࣮ࡍに૸ってみると、日
ࠩしがڧいためか目がすごくർれるという問୊がىこったので、α
ンバイザーはそのରࡦとしてಋೖしました。 
……݁構ී௨の理༝ですね。 

 
おうぶつ R&4&AR$) ੜ෺෺ཧֶ޻ 

 

 
生物物理工学分野 中村修一（なかむら・しΎういち）助教 
 

೑؟では見えないۃ小の生き物「ඍ生物」は、もちろん生物学研究のର৅として
໘നいのですが、ݹくから物理学の分野でも人気です。最ۙでは、アクςΟϒϚ
ター（自分自身で動く࢓૊みをもつ物質）の好いྫとして、多くの物理学者がこ
ぞってඍ生物を࡯؍し、࣍々と新しい਺理モデルを発表しています。 

物理学のྗで、ەࡉが動く࢓૊みを解き໌かす 
ඍ生物にはウイルスやΧϏなど様々なछྨがありますが、私たちはەࡉが動く࢓
૊みに注目しています。小さなەࡉたちは、׳性がޮかないωットリした世界で
動き回っています。言うなれば、私たちがϋチミツの中でӭ͛と言われているよ
うなものです。それに、पғの水分子がひっきりなしにϏシバシিಥしてきます。
そんな動きͮらそうなڥ؀でも、ەࡉはたった１ඵの間に਺ඦ回もしっΆ（΂ん
ໟ）を回して、自分の体の਺ेഒのڑ཭をҠ動します。きっと人間が思いつかな
いようなすごい࢓૊みがӅされているにҧいありません。私たちは、΂んໟ１本
の回సや１ەࡉඖの動きをৄしく解ੳすることで、そのメΧニズムにഭりたい

と思っています。これまでの研究で、΂んໟを回す分子モーターがෛՙやೖྗエ
ωルΪー量に依ଘして૊み上がることや、あるछのەࡉが水中ではӭいでݻ体໘
ではഝいまわる水཮྆用の運動ೳを持つことなどが分かってきました。こういっ
た発見のੵみ重ねが、自཯తなϚイクロϚシンの࣮ݱや新しいༀの開発にܨが
ると期待しています。 

 
 

 
 

 

（上）論文賞受賞講
演。日本生物物理学会
ఏ供 
の運動。ӭەࡉ（ࠨ）
いだり、回సしたり、
ഝいずり回ったり・・
バラエςΟ๛かなࡉ
運動のメΧニズムە
が新しいアイデアや
技術の発想につなが
る。 
 
 
 

生物物理工学分野 
中山༸ฏ (なかやま・ようへい) 助教 
2019 年 2 月１日ண任 
 
  
 
 
 
 

αンバイザー（ࠨ）、࣮験૷ஔの自動੍ޚϓログラム（中ԝ）、
常用しているノートとボールϖン（ӈ）。 
 
 

おうぶつ (R&&TIN(4  
  

 

おうぶつ &7&NT  2019 年 10 月 10-11 日に開催された 2 年生の合॓研修は、研修先の施
設をॳめて変ߋしました。この合॓研修は、2009 年度から࢝まったଞ
の学科やコースにはない応用物理学コースಠ自のものであり、応用物理
学コースに新しく഑ଐされた 2 年生と教職員間の਌ກを深めることが
目తです。合॓研修が࢝まってҎ来、研修先は東北大学川渡研修センタ
ーでしたが、センターの運Ӧ方਑の変ߋでै来௨りの研修を࣮施するこ
とが೉しく、思い੾って研修場所を変ߋすることになりました。今回の
合॓の࣮施にあたりご協ྗいただいた先生の皆さま、TA の学生、志௡川
自然のՈのスタッフの皆さまに深く感ँをਃし上͛ます。 

 
 
 
 
 
 

 
秋੖れの中、い͟出発！専攻௕ൿ書ズのお見ૹりʙ 

 
先生もわくわくʁ いや別に 

 
1 時間൒かけて౸ண。Ӣ行きがոしい… 
 
 

 
志௡川自然のՈで研修を受けました。༑達できるかなー 

研修の目ۄイϕントは༦৯の
Χレーライスを࡞る野֎ਬ飯 
出来上がったΧレーライスを一緒に৯΂
ることで༑人関係を構ஙすることができ
たようで、このイϕントをاըして良かっ
たな͊と࣮感することができました。（合
॓୲当 高松智寿助教） 
 
 
 
 
 

 
6 人部԰で॓ധ。ϕランμから、こんにちは。 
立てたࢦの਺。൴ঁの਺ʁ 
or མとした୯Ґ਺ʁ 
 

 
野֎ਬ飯、ॳめてという人も 
いてどんな෩に出来上がるのか 
とても楽しみ。 
 

 
 
 
਋のためにՐՃݮのௐ੔が೉しく、ѱઓۤಆ
しながらの࡞業でした。 

 

 
 ！成׬

 
༦৯の後は、ྫ߃のじΌんけん大会、自ݾ紹介Ϗンΰήー
ム、རきञ大会を開催。਌ກを深めることができたと思い
ます。ཌ日は࢒೦ながらӍఱのため体ҭ館にて運動会の࿅
शでした。皆さま、おർれ様でした。 
 

 
合॓୲当の 
高松です。 
๻のはただの 
ϐース 

（₂） （₅）ù÷ù÷೥（ྩ࿨₂೥）₂݄ୈ�úúç߸ お う ぶ つù÷ù÷೥（ྩ࿨₂೥）₂݄ ୈ�úúç߸お う ぶ つ



 

 

 

 
セントラル঳子にೖࣾしてもうす͙ 4 年。私は 2 年ほど঳子研究所員としてಇいた後、ߪങ部に異動しました。ಥ然ですが、メーΧーの

ങ部、とฉいてみなさんはどんなイメージをしますか。文๪۩やύンをചっているച店ʁ৯ಊのおख఻いʁもちろん、ҧいます。意֎とߪ
ごଘ஌ない方が多いのではないでしょうか。 

私がࡏݱ行なっている業຿は、Ψラスや化成඼の原ࡐ料、੡造ラインの設උ౳、メーΧーのࠜ幹に関わるものをߪೖすることです。ߪೖ
といっても全く୯७ではなく、一体Կに使われるか、スϖックに問୊はないか、੡඼界۾の市گは、予ࢉは、スέジュールは、といった෯
広い஌ࣝとঢ়گ൑அೳྗがඞཁです。理ܥの஌ࣝを持っているとߪೖ物や設උの理解がしやすく、情報੔理やަবで非常に有རです。20 ୅
の私でも、年間ߪೖ金ֹが 10 ԯԁҎ上の原料のՁ֨ަবを行います。設උ投ࢿҊ݅にࢸっては、एखࣾ員がฉいていいのかドキドキす
る場໘もあります。ຖ日新鮮な情報(とトラϒル)が෣いࠐみ、๩しくもありますがॆ࣮した生活をૹっています。 

 さて、3 月から本֨తに就活が࢝まるかと思います。自分のྗでະ来を੾り୓くことにر๬を持つ൓໘、ক来が見えずෆ҆を๊える方も
いらっしΌるかもしれません。࣮はかつての私がそうで、自信を૕ࣦしてしまい、׬全にμークαイドにତちました。だからこそ、みなさ
んが少しでも前を޲いてาけるようにエールをૹらせてください。 
 あなたには東北大学にೖるほどの໌᏷な಄೴があります。౒ྗする࠽ೳがあります。研究職をબぶのであれば、間ҧいなく優秀な研究者
となれるでしょう。しかし、研究を続けていくことは義຿でも使໋でもありません。自分の人生をどう生きるかは自༝です。研究者になる
も良し、理ܥの஌ࣝを使う別の職छも良し、あるいは、全く新しい世界に飛ͼࠐむことも໘നいと思います。一つにߜれなくてもझ味やෳ
業というબ୒ࢶもあります。どれをબんでもあなたがここまでؤுってきた経験はܾしてແବにはなりません。大ৎ夫です。どうか今の
あなたが楽しく生きる道を考え続けてください。私はみなさんを全ྗで応ԉします！ 

 

ฏ成 27 年度 修士号औ得 応物 OB 
ླ木 理ܙ (すずき・りえ) さん 
学中は藤原研究ࣨでࡏࡏ Mn4�ドーϓ੺৭ܬ光体
の物性を研究。ࡏݱ、セントラル঳子ࣜג会ࣾで
研究職を経てߪങ部に所ଐ。最ۙは࢓事ޮ཰化の
ためにϓログラミングを࠶ษڧ中。 
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『注文の多い料理店』の初
版本（杜陵出版部・東京光
原社）を復刻した本（日本
近代文学館）の表紙 
 

 受賞 2019/9/1-12/31  ※受賞者の身分は受賞当時のもの 
 電気学会 令和元年優秀論文発表賞  宮澤和則（修士2年）（2019/9/3） 
 第 16 回日本熱電学会学術講演会 優秀ポスター賞  齋藤啓介（修士
２年） (2019/9/4)  
 錯体化学会第 69 回討論会 学生講演賞  大月保直（博士 1 年） 
（2019/9/21-23） 
 Applied Physics Letters Editor’s Picks  上牧瑛（博士 3 年）、飯浜
賢志、谷口和大、水上成美 （2019/9/24） 
 日本生物物理学会 欧文誌 Biophysics and Physicobiology 論文賞  中
村修一（2019/9/25） 
 日本磁気学会第 42 回学術講演会 学生講演賞  蓬田 貴裕（博士 3 年）
（2019/9/26） 
 光電相互変換第 125 委員会 研究奨励賞  小島一信 (2019/10/11) 
 The 2nd edition of the International Symposium of CEFMS-NCTU,  

 RCAS-AS (Taiwan) and 5-star Alliance (Japan), Outstanding  

 Poster Presentation Award   立花佑一（博士 1 年）（2019/11/4） 
 

 

  
 
 
 

おうぶつ INFORMATION  

15 年ものあいだ臨時駐車場として使われていた青葉山グラウンドが、目にも鮮やか
な人工芝の運動施設としてよみがえりました。スポーツ嫌いの私ですが、新しいグラ
ウンドで開催予定の春季ソフトボール大会が楽しみです。（K.S.） 
_ 

小学生の息子と一緒に、隔週で仙台市の図書館に出かけている。その様子を目撃さ 
れたのが運の尽き……ではなかった、縁で、このコーナーへの寄稿を依頼された。

本がたくさん並んでいる図書館のような所は、昔から、わりと好きで、息子が借りる本を吟味している間に、特
にあてもなくエッセイ集などの短い文章の立ち読みをして、こんな考え方もあるんだな、と息抜きをしている。
ここでも、短編をオススメしましょう。宮澤賢治の「水仙月の四日」である。賢治の生前の１９２４年（大正
１３年）に出版された短編集「注文の多い料理店」に収録されている。賢治自身による序に続く、９つの短編の
うちの１つである。どの短編も様々に解釈できそうな奥行きの深さを持っている。全編を貫く思想のようなも
のを一言で、と問われれば「ほんとうにもう、どうしてもこんなことがあるようでしかたないということを、わ
たくしはそのとおり書いたまでです。ですから、これらのなかには、あなたのためになるところもあるでしょう
し、ただそれっきりのところもあるでしょう」と序に記されている文章をかみしめることになる。「水仙月の四
日」を読むと、目に見えるものと見えないものが、人と人、人と自然、自然と自然の関係に姿を変えて、心の中
を行き来する。目に見えるやどりぎの枝を頼りに人生を旅する供になるように思います。  
（清水幸弘（しみず・ゆきひろ）准教授） 

 
 

ニュースレターへの感想の 
投稿をお待ちしています！ 
投稿はこちらからどうぞ→ 

 

 
 
 
 

 

 人事異動 2019/9/1-12/31   
 採用  鬼塚侑樹 多元物質科学研究所 量子電子科学研究分野 助教 （広島大学グローバルキャリア 

 2019MMM Conference Best Poster Award  小笠原貴大（博士１年）
（2019/11/5）※MMM: Magnetism and Magnetic Materials 

 令和元年度日本セラミックス協会東北北海道支部研究  
 発表会 優秀発表賞  後藤聡敏（修士 2 年）（2019/11/9） 
 非破壊審査総合シンポジウム・秋季講演大会 新進賞  Muhamad 
Arif Ihsan Bin Mohd Noor Sam（博士 1 年）（2019/11/13） 
 Applied Physics Letters Editor’s Picks  三浦飛鳥、…、土浦宏
紀、…、内田健一（2019/11/26） 
 SMS2019 & GIMRT User Meeting 2019 優秀ポスター賞  
尾坪良（修士 2 年）（2019/11/27）※SMS2019 & GIMRT: Summit of 
Materials Science and Global Institute for Materials Research Tohoku 
 ナイトライド基金 研究奨励賞 小島一信（2019/12/13）
 第 47 回構造活性相関シンポジウム SAR Presentation Award   
 (Poster presentation)  吉留崇（2019/12/13）※SAR: Structure-
Activity Relationship 
「籏野奨学基金」第 14 回多元物質科学研究奨励賞  立花佑一（博士
１年）（2019/12/13） 
 
 
 

 

おうぶつ  第33号 2020年2月1日発行    
発行者  東北大学大学院工学研究科応用物理学専攻 Newsletter 編集委員会 (大兼幹彦、川股隆行、佐々木一夫、高橋儀宏、高松智寿、中村修一、林久美子、三浦大介) 
〒980-8579 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-05 TEL 022-795-7980  FAX 022-795-7203 URL http://www.apph.tohoku.ac.jp/ 

※背景写真：応物スタッフたちスキーに行く！ 

 <おうぶつニュースレター32 号の感想>  
                  ・研究者と探偵の思考を重ね合わせた水上先生のユーモアがとても素敵でした。幼少期に自分も読んだ記憶のあるシャー 

ロックホームズの冒険を、少しは大人になった今、久しぶりに読み返したくなりました。（修士学生） 
    ・ツッチー先生のワンポイント英会話、楽しく読んでいます。どこまで連載を続けられるかにも注目してます（笑）。（応物教員） 

・水上先生のオススメで、探偵と研究者、確かに似たところがあるなと思い、楽しく読みました。（技術職員） 
     ・皆さんの就活情報、とっても役立ちそうですね。私もリクルータとして応物に伺う機会がありますので、よろしくお願いします。 

（卒業生） 
・渡邉先生の研究紹介を読んで、誰も見たことがない世界に研究者として挑む経験はめったにできることではないと感じます。応物で得た経験
は一生の財産。そのような非常に貴重な時間を今、応物で最先端研究をしている学生さんには有意義に過ごして欲しいと思います。（卒業生） 
 
 
 
 

 
 

デザインセンター特別研究員より）（2019/11/1） 
 採用  山本達 多元物質科学研究所 放射光ナノ構造可視化研究分野 准教授 （東京大学物性研究所特任研究員より）（2019/11/1） 
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